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平
成
24
年
最
後
の
第
４
回
定
例
会
が
12
月
３
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を
12
月
12
日
ま
で
の
10
日
間
と
決
め
開
会
さ
れ
ま
し
た
。 

初
日
の
３
日
は
、
景
山
新
町
長
の
所
信
表
明
で
は
じ
ま
り
、
条
例
案
２
件
、
予
算
案
６
件
、
一
般
事
件
案
１
件
の
計
９
件
が

提
案
さ
れ
慎
重
審
議
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
一
般
質
問
は
10
日
に
行
わ
れ
、
７
名
の
議
員
が
質
問
台
に
立
ち
、
町
行
政
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。 

提
案
さ
れ
た
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、12
日
の
最
終
日
に
全
議
案
と
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。 

議長 
品川光博 

提
案
さ
れ
た
議
案

◎
美
郷
町
町
道
の
構
造
の
技
術

的
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

�
道
路
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

町
道
の
構
造
の
技
術
的
基
準
、

歩
道
や
自
転
車
道
、
安
全
施

設
、
そ
の
他
排
水
施
設
な
ど

附
帯
施
設
の
設
置
基
準
を
定

め
る
も
の

◎
美
郷
町
準
用
河
川
に
係
る
河

川
管
理
施
設
等
の
構
造
の
技

術
的
基
準
を
定
め
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

�
河
川
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

町
長
が
管
理
す
る
準
用
河
川

の
管
理
施
設
、
許
可
工
作
物

等
の
河
川
管
理
上
必
要
と
さ

れ
る
技
術
的
基
準
を
定
め
る

も
の 条

例
案

◎平成24年度美郷町一般会計補正予算並びに特別会計補正予算

予算案

（単位：千円）

会 計 名 補正前の額 補正額 補正後の額

一般会計 7,327,819 △114,275 7,213,544

簡易水道事業特別会計 285,202 △4,175 281,027

下水道事業特別会計 303,259 2,545 305,804

国民健康保険特別会計 701,938 103 702,041

国民健康保険診療所特別会計

後期高齢者医療特別会計

95,017

187,968

△173

34

94,844

188,002

◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
24
年

度
美
郷
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
））

�
第
46
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

が
12
月
４
日
公
示
、
12
月
16

日
に
投
開
票
が
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
選
挙
ポ
ス

タ
ー
掲
示
板
、
投
票
立
会
人

等
の
報
酬
、
消
耗
品
等
の
事

務
用
品
等
々
の
選
挙
費
に
つ

い
て
補
正
す
る
も
の

一
般
事
件
案

陳情
陳情の要旨 審査結果 付託常任委員会

若者定住住宅団地の建設及び基幹
集落センタ－駐車場の増設につい
て （美議陳第６号）

採 択 経済常任委員会

県に乳幼児等医療費助成制度拡大
の意見書提出を求める陳情

（美議陳第７号）
採 択 総務常任委員会

表紙写真：出初式の後、分列行進をする消防団
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【
美
議
陳
第
６
号
の
審
査
結

果
に
つ
い
て
の
意
見
】

町
の
運
営
方
針
と
し
て
、
定

住
、
産
業
、
雇
用
対
策
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
中
、
本
件
の
陳

情
書
建
設
用
地
は
水
田
で
あ
り

ま
す
。
農
地
は
、
洪
水
防
止
や

水
源
の
涵
養
な
ど
、
食
料
生
産

だ
け
で
な
く
、
多
面
的
な
機
能

を
有
す
る
一
等
地
で
あ
り
、
産

業
の
活
性
化
に
反
す
る
も
の
で

す
が
、
地
域
の
要
望
も
あ
り
、

若
者
定
住
住
宅
団
地
及
び
基
幹

集
落
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
増
設
を

採
択
す
る
も
の
で
す
。
今
後
は

優
良
農
地
の
転
用
に
つ
い
て
、

農
業
政
策
上
慎
重
な
対
応
を
望

み
ま
す
。

な
お
、
若
者
定
住
住
宅
の
建

設
に
つ
い
て
は
、
早
期
に
こ
れ

ま
で
の
実
績
と
今
後
の
計
画
を

広
範
囲
に
わ
た
り
広
告
・
宣
伝

し
、
町
外
入
居
者
を
公
募
し

て
、
建
設
戸
数
を
決
め
住
宅
建

設
を
さ
れ
る
よ
う
意
見
を
付
し

ま
す
。

発議
12月12日の最終日に議員発議による意見書の提案があり、全会一致で可決されました。意見書は島根

県知事、島根県健康福祉部長へ送付しました。

◎議員発議による意見書

県に乳幼児等医療費助成制度拡大を求める意見書

子どもが病気にかかりやすいことは、受診率の高さに表われています。子どもの頃の疾病をきちん
と治癒させておくか否かが、成長後の健康状態を大きく左右します。そこで、とりわけ子どもには早
期発見・早期治療が求められるところです。しかし各種の調査結果（国立社会保障・人口問題研究所
「2007年社会保障・人口問題基本調査」、2012年実施の日本医師会「患者窓口負担についてのアンケー
ト調査」、2010年実施の島根県保険医協会「経済的理由と思われる『治療中断・受診抑制』の実態調
査」等）から、現行の窓口負担（医療費）の負担感と、その負担感による受診抑制の実態が明らかに
なるなど、将来を担う子どもたちの健康状態についても懸念される状況にあります。
こうした実態に鑑みますと、県・市町村による乳幼児等医療費助成事業がきわめて重要な役割を

担っていることが分かります。現在、島根県の制度として、小学校就学前児を対象に通院・入院で窓
口負担の助成が実施されています（慢性呼吸器疾患等11疾患群については20歳未満まで入院を助成）。
県内市町村の状況は、独自に何らかの上乗せ助成を実施している自治体が、19市町村のうち16市町

村に及んでいます。当町他７市町が中学卒業まで通院・入院の自己負担の助成を行っています。
隣県の鳥取県は「子育て大国鳥取県」を標榜し、県の事業として中学校卒業まで通院・入院の窓口

負担を助成しています。
乳幼児等医療費助成制度は定住対策としても有効です。
すべての子どもが家庭の経済状況にかかわらず、必要十分な医療を受けることができることを目指

し、県の乳幼児等医療費助成制度の対象を中学卒業までとするよう求める意見書を提出いたします。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。

平成24年12月12日

島根県邑智郡美郷町議会

本町が実施しております、定住・産業・雇用対策等について、取り組み状況を研修視察に来町さ
れました。また、お互いの町づくり・地域づくりについての意見交換会も行われました。

�平成24年10月31日（水） 福岡県添田町議会 7名

�平成24年11月21日（木） 北海道新篠津町議会 5名

県外から議会行政視察に来町
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機
能
別
消
防
団
員
と
し
て

Ｏ
Ｂ
団
員
、
女
性
団
員
を
平

成
17
年
よ
り
採
用
。
消
防
団

Ｏ
Ｂ
に
再
入
団
を
要
請
し
、

し
く
み
は
、
登
録
し
た
「
あ

ず
け
た
い
人
（
お
ね
が
い
会

員
）」
と
「
あ
ず
か
っ
て
も
よ

い
人
（
ま
か
せ
て
会
員
）」
を

引
き
合
わ
せ
、
運
営
要
綱
ま
た

会
則
に
則
っ
た
形
で
契
約
を
結

び
、
決
め
ら
れ
た
報
酬
を
支

払
っ
て
、
保
育
施
設
等
の
送
迎
、

送
迎
後
の
援
助
等
を
行
う
と
い

う
、
両
会
員
の
相
互
扶
助
に
よ

消
化
防
災
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と

し
て
の
活
動
を
期
待
。

昼
間
の
消
化
防
災
力
の
低
下

に
は
、
実
際
の
現
場
に
駆
け
付

け
、
消
火
活
動
等
を
手
助
け
す

る
Ｏ
Ｂ
団
員
が
い
る
こ
と
か

ら
、
防
災
力
の
ア
ッ
プ
に
つ
な

げ
て
い
る
。

平
成
17
年
に
は
、
北
海
道
美

瑛
町
長
が
発
起
人
と
な
り
南
小

国
町
を
含
め
７
町
村
で
「
日
本

で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
を
発

足
、
現
在
は
49
町
村
及
び
地
域

が
加
盟
し
て
い
る
。

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

連
合
に
加
盟
し
た
こ
と
で
、
住

民
意
識
が
変
化
し
、
景
観
に
注

意
深
く
な
る
。

町
に
誇
り
を
持
ち
、
町
を
好

き
に
な
り
、
守
ろ
う
と
す
る
意

識
が
高
ま
っ
て
き
て
、
充
実
感

と
満
足
感
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
。「
き
よ
ら
な
（
き
よ
ら
か

な
）
町
づ
く
り
」
サ
イ
ク
ル
が

機
能
す
る
こ
と
で
、
町
が
活
性

化
し
て
い
く
。

熊
本
県
南
小
国
町
（
町
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
）「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

平
成
24
年
11
月
15
日

平
成
24
年
11
月
21
日
よ
り
２

日
間
、
レ
タ
ス
生
産
量
日
本
一

の
村
、
長
野
県
川
上
村
の
高
原

野
菜
「
サ
ラ
ダ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」

を
視
察
し
ま
し
た
。
稲
作
は
な

く
野
菜
生
産
の
み
で
す
が
、
農

業
従
事
者
（
平
均
年
齢
52
歳
）

の
内
、
農
業
後
継
者
（
平
均
年

齢
29
歳
）
が
定
着
し
て
い
る
た

め
、
全
国
的
に
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
耕
作
放
棄
地
は
な

く
、
農
地
を
守
っ
て
い
る
村
で

し
た
。
ま
た
、
川
上
村
の
人
口

は
、
平
成
22
年
の
国
勢
調
査
時

で
、
40
年
前
の
昭
和
50

年
よ
り
２
８
６
人
増
の

４
９
７
２
人
、
世
帯
数

で
も
１
６
９
戸
増
の
１

３
３
６
戸
と
そ
れ
ぞ
れ

増
加
し
て
お
り
、
元
気

で
活
力
が
あ
り
ま
し

た
。
農
業
の
農
地
保
全

や
活
性
化
を
さ
せ
る
た

め
に
は
、
自
然
や
風
土

を
活
か
し
た
取
り
組
み

の
重
要
さ
を
認
識
さ
せ

ら
れ
た
視
察
と
な
り
ま

し
た
。

る
も
の
。

会
員
資
格
を
規
定
し
、
一

定
の
講
習
受
講
が
義
務
付
け

ら
れ
、
ホ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座

も
年
５
回
程
度
開
催
し
て
い

る
。こ

の
た
び
の
研
修
は
、
大

変
中
身
の
濃
い
研
修
で
し

た
。

長
野
県
川
上
村
高
原
野
菜
「
サ
ラ
ダ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」

平
成
24
年
11
月
21
・
22
日

委
員
会
視
察
報
告

福
岡
県
八
女
市
立
花
消
防
団
（
Ｏ
Ｂ
団
員
を
採
用
）

平
成
24
年
11
月
14
日

核
家
族
化
、
共
稼
ぎ
夫
婦
の

増
加
、
生
活
様
式
の
多
様
化
に

伴
い
、
現
在
の
延
長
保
育
な
ど

で
は
賄
え
な
い
要
望
が
増
え
て

き
た
。
ま
た
育
児
に
悩
み
虐
待

の
件
数
も
増
え
て
き
て
お
り
心

の
余
裕
を
も
っ
た
楽
し
い
子
育

て
を
実
現
す
る
た
め
、
子
育
て

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
あ

げ
た
。 福

岡
県
志
免
町
（
子
育
て
支
援
）
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

平
成
24
年
11
月
16
日

総
務
常
任
委
員
会
視
察
報
告

総
務
常
任
委
員
会
視
察
報
告 
総
務
常
任
委
員
会
視
察
報
告 

経
済
常
任
委
員
会
視
察
報
告

経
済
常
任
委
員
会
視
察
報
告 

経
済
常
任
委
員
会
視
察
報
告 
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7人登壇 

町長 
景山良材 

24
年
度
事
業
の
進
捗
状
況
は
 

事
業
の
進
捗
は
順
調
 

籏根正一 議員

平
成
24
年
度
に
計
画

し
て
い
る
防
災
公
園
整

備
事
業
・
防
災
行
政
無
線
の
全

面
改
修
や
防
災
士
育
成
。
ま
た
、

人
材
の
育
成
・
産
業
の
活
性

化
・
さ
ら
に
雇
用
の
拡
大
を
目

的
と
し
た
「
み
さ
と
カ
レ
ッ
ジ
」

や
、
道
路
整
備
事
業
・
下
水
道

の
整
備
事
業
・
携
帯
基
地
局
の

整
備
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
尋
ね
る
。

景
山
町
長

定
住
対
策
は
、
上
野

若
者
定
住
住
宅
へ
６
世

帯
、
25
名
の
入
居
が
確
定
。
総

入
居
者
数
は
28
世
帯
、
１
３
０

名
、
本
年
度
浜
原
に
３
棟
を
建

設
中
で
、
３
世
帯
11
名
の
入
居

が
確
定
し
た
。

集
落
対
策
は
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
・
集
落
支
援
員
の
人
的

支
援
と
、
地
域
力
ア
ッ
プ
交
付

金
・
地
域
活
性
化
交
付
金
事
業

な
ど
財
源
支
援
を
行
っ
た
。

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
は
、

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が
、

比
之
宮
連
合
自
治
会
で
結
成
さ

れ
、
町
内
13
連
合
自
治
会
す
べ

て
結
成
さ
れ
た
。

防
災
公
園
整
備
事
業
は
進
捗

率
が
約
12
％
で
あ
る
が
、
本
年

度
末
の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル

化
事
業
は
、
今
年
度
は
親
局
や

中
継
局
の
整
備
が
中
心
で
進
捗

率
は
35
％
で
、
各
地
域
の
電
波

の
受
信
状
況
の
チ
ェ
ッ
ク
を
重

ね
て
、
来
年
度
に
各
家
庭
へ
の

本
格
的
な
戸
別
受
信
機
設
置
を

行
う
。

防
災
士
の
育
成
は
、
４
連
合

自
治
会
に
配
置
予
定
で
、
現
在

１
名
が
防
災
士
研
修
講
座
を
受

講
し
、
防
災
士
と
し
て
認
定
を

さ
れ
た
。
１
月
か
ら
２
月
に
か

け
て
研
修
講
座
に
参
加
を
要
請

し
て
い
る
。

み
さ
と
カ
レ
ッ
ジ
は
、
専
科

で
８
月
か
ら
株
式
会
社
「
ヘ
ル

シ
ー
ぷ
ら
す
」
が
病
態
食
弁
当 工事中の携帯電話基地局
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平
成
25
年
度
の
予
算

編
成
は
衆
議
院
の
解
散

に
よ
る
政
治
空
白
を
受
け
、
国

の
予
算
編
成
が
遅
れ
る
と
思
う

が
、
本
町
の
平
成
25
年
度
の
予

算
編
成
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

景
山
町
長

野
田
内
閣
に
お
い
て
、

地
方
の
安
定
的
な
財
政

運
営
に
必
要
と
な
る
一
般
財
源

総
額
に
つ
い
て
、
実
質
的
に
平

成
24
年
度
の
水
準
を
下
回
ら
な

い
よ
う
に
確
保
す
る
と
さ
れ
た

が
、
今
回
の
衆
議
院
議
員
総
選

挙
で
、
政
府
の
予
算
編
成
や
税

制
改
正
案
の
策
定
が
越
年
と
な

る
公
算
が
大
き
く
、
地
方
自
治

体
の
予
算
編
成
に
直
接
影
響
す

る
地
方
財
政
計
画
及
び
、
地
方

財
政
対
策
の
内
容
は
不
透
明
な

部
分
が
あ
る
。

皆
が
笑
顔
で
幸
せ
を
実
感
出

来
る
町
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、

定
住
、
雇
用
対
策
、
集
落
の
活

性
化
、
道
路
網
の
整
備
と
公
共

交
通
対
策
、
子
育
て
支
援
と
在

宅
福
祉
の
充
実
な
ど
の
施
策
の

ほ
か
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
に
基
づ
く
実
施
事
業
な
ど
、

優
先
度
の
高
い
施
策
に
つ
い
て

は
、
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く

考
え
で
あ
る
が
、
現
状
の
財
政

状
況
の
ま
ま
事
業
を
取
り
組
む

こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
り
、

す
べ
て
の
事
務
事
業
に
つ
い
て

見
直
し
を
行
い
、
経
費
の
削
減

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

既
存
事
業
の
廃
止
、
縮
小
、

統
合
な
ど
い
わ
ゆ
る
ス
ク
ラ
ッ

プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
方
式
に

よ
る
財
源
の
確
保
を
図
る
。

25
年
度
予
算
編
成
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か 

新
年
度
予
算
は
事
業
の
見
直
し
で
経
費
の
削
減
に
努
め
る
 

景
山
町
政
に
期
待
し

所
信
を
さ
ら
に
補
強
す

る
意
味
で
質
問
す
る
。

①
　
野
田
政
権
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

参
加
す
る
と
言
っ
て
い
る
が
、

総
選
挙
後
政
権
が
代
わ
っ
て
も

こ
れ
に
参
加
す
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
と
思
う
。
参
加
前
提
の

対
策
が
必
要
で
あ
る
。

美
郷
町
の
農
業
に
と
っ
て
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
影
響
が
最
も
甚
大
な

の
が
米
で
あ
り
、
こ
の
対
策
な

く
し
て
、
美
郷
町
の
農
業
は
守

れ
な
い
と
思
う
が
町
長
の
考
え

を
伺
う
。

②
　
集
落
の
活
性
化
対
策
と
し

て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
集

落
支
援
員
な
ど
の
人
に
よ
る
支

援
は
理
解
で
き
る
が
、
財
源
に

よ
る
支
援
と
し
て
地
域
活
用
で

き
る
補
助
金
と
は
、
地
域
で
自

由
に
活
用
で
き
る
も
の
な
の
か
、

内
容
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

③
　
道
路
網
の
整
備
と
交
通
対

策
に
つ
い
て
、
前
町
長
も
町
内

で
最
も
改
良
が
遅
れ
て
い
る
県

道
で
あ
る
と
認
め
て
い
た
別
府

川
本
線
の
改
良
は
、
早
急
に
全

体
計
画
を
示
す
べ
き
だ
と
思
う
。

ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
町

長
の
考
え
を
伺
う
。

④
　
私
た
ち
は
先
般
、
浜
田
市
、

江
津
市
、
大
田
市
、
川
本
町
、
邑

南
町
、
美
郷
町
の
超
党
派
の
議

員
51
名
で
、
品
川
議
長
を
代
表

と
し
て
、
三
江
線
を
守
る
議
員

連
盟
を
立
ち
上
げ
、
県
と
Ｊ
Ｒ

に
要
請
行
動
を
計
画
し
て
い
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
影
響
が
 

最
も
甚
大
な
の
が
米
、対
策
は
 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
の
阻
止
に
力
を
注
ぐ
 

山本幹雄 議員

バ
ス
に
よ
る
増
便
の
社
会
実

験
の
結
果
に
あ
る
よ
う
に
、
地

域
住
民
に
よ
る
利
用
増
加
に
期

待
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
う
。

地
域
外
か
ら
の
利
用
促
進
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

町
長
の
考
え
を
伺
う
。

景
山
町
長①

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加

に
よ
る
美
郷
町
の
農
産

物
等
へ
の
影
響
は
、
米
で
７
６

０
０
万
円
の
減
額
、
農
業
全
体

で
２
億
６
０
０
０
万
円
の
影
響

が
出
る
と
試
算
し
て
い
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、
充
分

な
情
報
の
提
供
や
、
国
民
へ
の

説
明
不
足
も
多
く
残
っ
て
い
る

と
感
じ
て
お
り
、
農
村
の
さ
ら

な
る
疲
弊
を
加
速
さ
せ
る
Ｔ
Ｐ

Ｐ
参
加
は
断
固
反
対
の
立
場
だ
。

町
の
稲
作
農
業
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
国
の
対
策
も
定
ま

ら
な
い
現
状
で
あ
り
、
今
後
と

も
国
の
動
向
を
注
視
し
検
討
し

て
い
く
。
当
面
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
の
阻
止
に
力
を
注
い
で
い
く

考
え
だ
。

②
　
集
落
対
策
の
地
域
で
活
用

で
き
る
補
助
金
は
、
地
域
力

ア
ッ
プ
交
付
金
、
誇
り
の
も
て

る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業
助
成

金
及
び
地
域
活
性
化
交
付
金
で

あ
る
。

地
域
力
ア
ッ
プ
金
の
交
付
対

販
売
の
事
業
を
開
始
し
、「
小
松

地
営
農
倶
楽
部
」
に
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
が
、
地
域
の
担

い
手
と
し
て
社
員
と
な
り
、
ト

ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の
栽
培
と
販
売

を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、「
エ
ン
ジ
ェ
ル
ハ
ン
ド
」

は
、
補
助
金
の
辞
退
に
つ
い
て

申
し
出
が
あ
り
補
助
金
分
は
、

返
還
と
な
る
。

研
修
科
は
、
一
次
審
査
に
続

き
年
内
に
は
二
次
審
査
を
予
定
。

普
及
課
は
五
つ
の
講
座
に
、
１

０
８
名
入
校
。
11
月
か
ら
各
講

座
を
開
始
し
て
い
る
。

生
活
道
橋
梁
点
検
、
河
川
浄

化
事
業
、
公
共
施
設
環
境
美
化

事
業
な
ど
は
す
べ
て
発
注
、
順

調
に
進
捗
し
て
い
る
。

災
害
復
旧
は
、
全
ヵ
所
発
注

済
み
で
、
順
調
に
進
捗
を
し
て

い
る
。

下
水
道
整
備
事
業
は
、
農
業

集
落
排
水
処
理
施
設
の
機
能
強

化
対
策
事
業
が
発
注
済
み
で
、

進
捗
率
は
概
ね
40
％
で
あ
る
。

携
帯
基
地
局
の
整
備
事
業
は
、

本
久
保
、
法
田
、
魚
切
谷
、
猪

之
谷
、
郷
上
、
神
田
地
区
の

６
ヵ
所
整
備
を
行
っ
て
お
り
、

２
月
中
旬
に
鉄
塔
工
事
を
完
了
、

基
地
局
の
開
局
は
３
月
下
旬
を

予
定
し
て
い
る
。
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象
と
な
る
活
動
は
、
一
つ
に
は
、

地
域
の
課
題
、
活
動
等
に
つ
い

て
、
自
治
会
、
団
体
が
話
し
合

い
、
連
携
し
て
対
処
で
き
る
場

や
体
制
づ
く
り
、
又
は
そ
れ
ら

を
充
実
す
る
活
動
。
二
つ
に
は
、

地
域
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
、
助

け
あ
い
、
連
携
活
動
を
維
持
し
、

又
は
活
発
化
さ
せ
る
活
動
。
三

つ
目
に
、
行
政
等
と
の
話
し
合

い
、
活
動
の
パ
ー
ト
ナ
ー
先
と

し
て
の
体
制
等
を
強
化
し
、
町

施
策
、
事
業
等
に
協
力
を
す
る

活
動
で
あ
る
。
11
月
末
に
13
連

合
自
治
会
に
交
付
決
定
済
み
だ
。

誇
り
の
も
て
る
ふ
る
さ
と
づ

く
り
の
事
業
助
成
は
、
町
内
各

地
域
の
住
民
、
団
体
等
が
連
携

し
、
い
き
い
き
と
し
た
活
力
の

あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
特
色
の
あ
る
地
域
資
源
の

掘
り
起
こ
し
等
、
地
域
活
性
化

の
た
め
の
施
策
を
支
援
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

内
容
は
助
成
期
間
１
年
間
で
、

助
成
率
は
対
象
経
費
の
５
分
の

４
以
内
と
し
、
１
団
体
当
た
り

50
万
円
を
限
度
と
し
て
い
る
。

地
域
活
性
化
交
付
金
は
新
た

な
地
域
運
営
へ
仕
組
み
や
、
地

域
課
題
解
決
の
た
め
の
取
り
組

み
を
行
う
場
合
、
そ
の
取
り
組

み
に
対
し
て
支
援
を
行
う
も
の

で
、
支
援
対
象
事
業
は
、
連
合

自
治
会
に
お
い
て
、
地
域
住
民

が
自
主
的
、
主
体
的
に
取
り
組

む
多
様
な
主
体
が
参
画
し
た
新

た
な
地
域
住
民
へ
の
仕
組
み
づ

く
り
や
地
域
課
題
解
決
の
た
め

の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め

に
、
町
が
当
該
地
区
に
過
疎
対

策
事
業
債
を
活
用
し
て
交
付
金

を
交
付
す
る
も
の
で
あ
る
。

交
付
対
象
経
費
は
、
調
査

費
・
活
動
経
費
・
事
務
費
で
あ

り
、
１
地
区
に
つ
き
１
年
度
当

た
り
事
業
費
50
万
円
以
上
３
０

０
万
円
以
内
で
、
事
業
期
間
は

平
成
24
年
度
か
ら
平
成
27
年
度

ま
で
、
原
則
１
地
区
に
つ
き
３

年
間
支
援
を
す
る
。

③
　
町
と
し
て
毎
年
の
よ
う
に

別
府
川
本
線
の
道
路
改
良
の
要

望
を
し
て
い
る
が
、
依
然
と
し

て
計
画
の
目
途
が
立
っ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。

島
根
県
で
は
、
県
管
理
の
国
、

県
道
す
べ
て
の
路
線
に
つ
い
て
、

今
後
の
道
路
の
整
備
方
針
を
策

定
し
、
こ
の
整
備
方
針
に
基
づ

き
、
事
業
評
価
等
に
よ
り
優
先

度
を
見
極
め
て
事
業
を
展
開
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

別
府
川
本
線
の
優
先
度
は
低
い
。

改
良
工
事
の
優
先
度
が
上
が

る
生
活
関
連
道
路
優
先
整
備
区

間
へ
の
昇
格
を
強
く
働
き
か
け

て
い
く
。

④
　
Ｊ
Ｒ
三
江
線
の
バ
ス
に
よ

る
増
便
社
会
実
験
の
２
ヵ
月
を

経
過
し
た
利
用
状
況
は
、
１
日

平
均
輸
送
人
員
が
55
人
で
１
便

の
平
均
輸
送
人
員
は
３
・
２
人

で
あ
っ
た
。
神
楽
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
実
施
や
、
10
人
以
上
で
利

用
す
る
三
江
線
利
用
地
域
活
性

化
イ
ベ
ン
ト
事
業
は
、
10
月
末

ま
で
の
実
績
で
、
全
体
件
数
77

件
の
２
４
９
５
人
の
利
用
が
あ

り
、
内
59
件
の
２
２
１
４
人
が

町
外
利
用
で
、
18
件
の
う
ち
３

８
１
人
が
町
内
利
用
と
な
っ
て

い
る
。

指
摘
の
と
お
り
、
地
域
外
か

ら
の
利
用
促
進
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
三
江
線
利

用
地
域
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
事
業

と
、
旅
行
会
社
が
利
用
で
き
る

三
江
線
利
用
旅
行
推
進
事
業
や
、

三
江
線
の
回
数
券
補
助
に
つ
い

て
継
続
的
に
実
施
す
る
予
定
と

し
て
い
る
。

次
年
度
は
、
春
の
桜
と
神
楽

を
題
材
と
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

や
、
秋
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
実

施
す
る
予
定
で
、
町
内
の
各
関

係
機
関
と
連
携
を
と
り
、
利
用

促
進
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

今
後
の
若
者
定
住
住
宅
事
業
は
 

事
業
継
続
の
た
め
に
も
、施
策
を
検
証
し
 

反
映
し
た
い
 

藤原修治 議員

若
者
定
住
住
宅
に
つ

い
て
は
、
最
近
は
応
募

者
の
伸
び
悩
み
や
、
入
居
者
か

ら
の
住
宅
に
関
す
る
要
望
も
、

色
々
出
て
い
る
と
聞
く
。
定
住

し
て
良
か
っ
た
と
満
足
し
て
も

ら
え
る
住
宅
で
あ
る
た
め
に
も
、

ま
た
、
受
入
れ
自
治
会
や
地
域

の
経
済
関
係
者
に
、
こ
の
住
宅

制
度
を
支
持
し
て
頂
く
た
め
に

も
、
問
題
点
を
改
善
す
る
こ
と

に
よ
り
、
こ
の
政
策
が
進
化
す

る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

次
の
点
に
つ
い
て
、
町
長
の

考
え
を
問
う
。

①
　
関
係
者
へ
の
満
足
度
の
調

査
を
。

こ
れ
ま
で
の
政
策
に
つ
い
て
、

入
居
者
及
び
受
入
れ
地
域
に
対

し
、
聞
き
取
り
調
査
や
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
検
証
し
、

こ
の
事
業
の
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
（
さ
ら
に
よ
く
す

る
こ
と
）
を
図
る
考
え
は
な
い

か
。あ

わ
せ
て
、
入
居
者
が
25
年

以
上
定
住
し
続
け
、
中
途
で
の

退
去
者
を
出
さ
な
い
た
め
に
、

定
期
的
な
意
見
交
換
会
を
実
施

す
る
考
え
は
な
い
か
。

②
　
入
居
者
の
希
望
に
配
慮
し

選
択
可
能
項
目
を
増
や
し
て
は
。

一
方
的
な
オ
ー
ル
電
化
で
な

く
、
ガ
ス
や
灯
油
等
の
自
由
選

択
に
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

の
経
費
が
、
町
内
の
店
に
支
払

わ
れ
る
仕
組
み
を
残
し
、
地
域

の
中
で
お
金
が
回
る
施
策
を
検

TPPの影響が大きい米作
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討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
こ
の

こ
と
は
、
電
磁
調
理
器
具
の
使

用
を
好
ま
な
い
方
の
応
募
へ
の

導
入
に
も
つ
な
が
る
。

ま
た
、
子
ど
も
部
屋
等
の
増

築
、
庭
づ
く
り
や
菜
園
作
り
等

の
将
来
構
想
を
描
き
や
す
く
す

る
た
め
に
も
、
建
築
位
置
の
自

由
設
定
を
取
り
入
れ
る
考
え
は

な
い
か
。

③
　
住
宅
内
の
ゆ
と
り
あ
る
空

間
の
創
設
及
び
支
援
を
。

住
宅
公
募
の
折
に
魅
力
あ
る

住
宅
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
、

空
き
ス
ペ
ー
ス
等
を
利
用
し
、

子
育
て
世
代
の
親
子
が
集
え
る

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
（
街
の
一
角

な
ど
に
設
け
ら
れ
る
小
公
園
）

的
な
空
間
を
併
設
し
た
り
、「
庭

付
き
一
戸
建
て
住
宅
」
の
特
色

と
魅
力
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る

た
め
に
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
や
菜

園
づ
く
り
の
講
習
会
を
実
施
し

て
は
い
か
が
か
。

景
山
町
長①

　
若
者
定
住
住
宅
の

建
設
に
つ
い
て
は
、
建

設
用
地
の
取
得
お
よ
び
造
成
に

か
か
る
費
用
、
応
募
の
見
込
み

予
想
、
地
域
の
要
望
等
を
総
合

的
に
判
断
し
な
が
ら
、
効
果
的

な
場
所
を
選
定
し
、
今
後
も
事

業
を
継
続
し
た
い
。

そ
の
た
め
に
も
、
こ
れ
ま
で

の
施
策
を
検
証
し
、
今
後
の
住

宅
の
建
設
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

ま
た
、
定
住
し
や
す
い
環
境
整

備
の
た
め
の
調
査
は
、
適
宜
行

い
た
い
。

ま
た
、
入
居
者
と
の
定
期
的

な
意
見
交
換
に
つ
い
て
は
、
要

望
が
強
け
れ
ば
実
施
し
た
い
。

②
　
熱
源
に
つ
い
て
は
、
す
べ

て
の
住
宅
を
オ
ー
ル
電
化
方
式

と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
子
ど

も
へ
の
安
全
性
と
経
済
的
負
担

の
軽
減
、
ク
リ
ー
ン
な
環
境
保

持
な
ど
を
考
え
て
選
択
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
東
日
本
大
震

災
以
降
の
電
力
事
情
か
ら
、
他

の
熱
源
の
選
択
方
式
も
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
建
物
の
建
築
位
置
に

つ
い
て
は
、
進
入
道
路
か
ら
駐

車
ス
ペ
ー
ス
の
距
離
を
お
い
て

建
設
し
て
い
る
。
基
本
的
に
は

町
営
住
宅
と
し
て
建
設
す
る
住

宅
で
あ
る
の
で
、
団
地
全
体
と

し
て
の
景
観
も
保
ち
た
い
と
考

え
る
。

間
取
り
に
つ
い
て
は
、
数
パ

タ
ー
ン
の
中
か
ら
入
居
者
が
選

択
し
、
そ
の
中
で
、
建
築
位
置

も
含
め
て
要
望
も
伺
う
。
今
後
、

で
き
る
だ
け
入
居
者
の
要
望
に

配
慮
し
た
い
。

③
　
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
な
ど
余

裕
空
間
の
整
備
は
魅
力
を
感
じ

空
き
家
の
利
用
対
策

と
い
う
こ
と
で
、
空
き

家
バ
ン
ク
事
業
が
展
開
さ
れ
て

お
り
、
美
郷
町
へ
の
定
住
を
希

望
さ
れ
る
方
々
を
対
象
と
し
た

住
宅
情
報
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
は
、
Ｉ

タ
ー
ン
希
望
者
の
利
用
が
主
で

あ
り
、
空
き
家
の
所
有
者
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
や
、
契
約
成
立
ま

で
に
は
多
く
の
時
間
と
労
力
を

要
す
る
事
業
で
あ
る
が
、
有
効

空
き
家
の
住
宅
改
修
費
用
の
補
助
を 

制
度
創
設
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
 

な
空
き
家
の
利
用
対
策
で
あ
る

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
を
希

望
す
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
昨
今
は
、

団
塊
世
代
が
定
年
後
に
、
ふ
る

さ
と
に
Ｕ
タ
ー
ン
す
る
動
き
が

始
ま
っ
て
い
る
。
空
き
家
バ
ン

ク
に
よ
る
Ｉ
タ
ー
ン
者
と
異
な

り
、
住
宅
確
保
の
必
要
性
や
、

地
域
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
も
必
要

な
く
、
住
宅
環
境
の
整
備
や
生

き
が
い
対
策
等
が
解
決
出
来
て

い
れ
ば
、
比
較
的
ス
ム
ー
ス
に

定
住
に
つ
な
が
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の

方
々
が
Ｕ
タ
ー
ン
を
思
い
立
っ

た
時
に
は
、
既
に
、
故
郷
の
両

親
は
亡
く
な
り
、
田
畑
は
荒
れ
、

主
を
亡
く
し
傷
み
が
出
始
め
た

空
き
家
も
放
置
さ
れ
た
ま
ま
と

い
う
状
況
も
多
く
見
ら
れ
る
。

そ
う
し
た
理
由
で
、
故
郷
へ

帰
り
た
く
て
も
、
故
郷
の
家
が

即
入
居
で
き
な
い
状
態
に
あ
る

為
、
Ｕ
タ
ー
ン
に
踏
み
切
れ
な

い
例
も
聞
い
て
い
る
。
将
来
的

に
は
帰
郷
し
た
い
の
だ
が
と
り

あ
え
ず
は
、
空
き
家
の
維
持
管

理
を
他
人
に
任
す
と
い
う
例
も

あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
美
郷
町
の
定
住

対
策
を
実
施
し
て
い
く
上
で
、

特
に
力
を
入
れ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
う
し
た

Ｕ
タ
ー
ン
者
の
方
々
や
、
故
郷

の
空
き
家
の
維
持
管
理
に
積
極

的
に
努
め
よ
う
と
す
る
方
々
へ

の
支
援
策
で
は
な
い
か
と
思
う
。

そ
こ
で
、
故
郷
へ
Ｕ
タ
ー
ン

し
、
定
住
を
目
的
に
空
き
家
を

改
修
す
る
空
き
家
所
有
者
も
し

く
は
、
利
用
者
に
対
し
て
、
改

修
、
修
繕
、
模
様
替
え
、
設
備

改
善
等
の
住
宅
改
修
費
用
の
一

部
を
補
助
し
、
空
き
家
の
利
用

対
策
と
定
住
対
策
を
同
時
に
推

進
す
る
支
援
策
を
実
施
す
る
考

え
は
な
い
か
。

景
山
町
長

現
在
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン

者
定
住
支
援
住
宅
条
例

に
よ
り
、
空
き
家
所
有
者
か
ら

町
が
無
償
で
仮
り
受
け
改
修
を

行
い
、
12
年
以
上
の
定
住
を
要

件
と
し
て
、
利
用
者
か
ら
は
使

用
料
を
い
た
だ
く
制
度
を
実
施

し
て
い
る
。
自
ら
が
行
う
改
修

に
つ
い
て
は
こ
の
制
度
に
お
い

て
は
行
え
な
い
規
定
と
な
っ
て

い
る
。

県
内
の
自
治
体
を
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
13
の
自
治
体
に
お
い

て
何
ら
か
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。
町
と
し
て
は
Ｕ
タ
ー

ン
者
限
定
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
制

度
創
設
に
つ
い
て
検
討
を
行
い

た
い
。

る
が
、
つ
ど
い

の
場
に
で
き
る

空
間
は
団
地
周

辺
に
多
く
あ
る

の
で
、
そ
う
し

た
自
然
を
活
用

し
て
い
た
だ
き

た
い
。

ま
た
、
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
や
家

庭
菜
園
づ
く
り

講
習
会
に
つ
い

て
は
、
行
政
主

導
に
よ
る
講
習

会
な
ど
を
開
催

す
る
こ
と
も
一

つ
の
方
法
と
考

え
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会

や
地
域
の
中
で
、
そ
う
し
た
知

識
や
技
術
を
教
え
合
う
姿
が
、

真
の
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
る
。
住
宅
へ
の

入
居
を
機
縁
と
し
て
、
美
郷
町

へ
の
定
住
を
志
さ
れ
た
方
が
、

本
当
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
い
え

る
よ
う
、
町
と
し
て
、
今
後
も

努
力
し
た
い
。

建設中の浜原ニュータウン
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①
　
今
年
度
か
ら
任
期

が
満
了
に
な
り
１
名
の

永
住
が
決
定
し
今
後
順
次
続
く

中
、
地
域
に
永
住
を
希
望
す
る

隊
員
も
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
隊

員
に
対
す
る
指
導
方
法
は
。

②
　
永
住
希
望
者
の
住
宅
対
策

は
。

③
　
町
雇
用
創
出
促
進
協
議
会

主
催
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ン
ド

活
動
実
践
講
座
」「
薬
膳
マ
イ
ス

タ
ー
養
成
講
座
」
等
受
講
し
、

将
来
の
起
業
・
就
業
を
奨
励
し

て
い
る
が
、
そ
の
結
果
は
。

④
　
採
用
時
前
の
試
行
期
間
を

実
施
で
き
な
い
か
。

景
山
町
長①

　
本
年
３
月
に
任
期

満
了
を
迎
え
た
第
１
期

３
名
の
隊
員
の
う
ち
１
名
は
、

定
住
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
町

と
し
て
は
、
隊
員
の
定
住
に
向

け
て
、
隊
員
及
び
地
域
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

指
導
方
法
に
つ
い
て
は
、
地
域

内
に
住
み
続
け
て
就
業
で
き
る

こ
と
を
目
標
に
、
創
業
も
含
め

た
様
々
な
研
修
機
会
を
提
供
し

て
い
る
。

し
か
し
、
地
域
の
中
で
そ
う

簡
単
に
就
業
の
場
が
確
保
で
き

な
い
の
で
、
そ
の
場
合
に
は
、

地
域
の
中
に
住
ん
で
も
ら
い
な

が
ら
、
町
外
も
含
め
た
他
地
域

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は 

永
住
に
つ
な
が
る
よ
う
努
力
す
る
 

で
の
就
職
を
し
、
働
き
な
が
ら

創
業
を
考
え
て
い
た
だ
く
方
向

で
指
導
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

②
　
永
住
希
望
者
の
住
宅
対
策

に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
、

任
期
中
に
住
ん
で
い
た
住
居
に

住
み
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

③
　
雇
用
創
出
促
進
協
議
会
が

実
施
し
て
い
る
、
各
種
人
材
育

成
事
業
は
、
現
在
ま
で
に
協
力

隊
の
方
々
が
21
講
座
、
延
べ
に

し
て
１
２
６
名
が
参
加
し
て
い

る
。
起
業
に
役
立
つ
講
座
に
つ

い
て
は
特
に
案
内
し
、
参
加
を

呼
び
掛
け
て
き
た
。
今
後
の
起

業
・
就
業
つ
な
が
れ
ば
と
期
待

を
し
て
い
る
。

④
　
採
用
前
に
は
試
行
期
間
を

設
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
最
良

で
あ
る
が
、
試
行
期
間
中
の
報

酬
及
び
活
動
に
要
す
る
経
費
は
、

す
べ
て
一
般
財
源
で
賄
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
し
、
受
け
入
れ

側
で
、
期
間
中
の
住
居
・
指
導

者
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
態
勢

を
つ
く
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な

る
な
ど
、
課
題
点
も
多
く
あ
る

が
、
お
互
い
に
試
行
期
間
が
あ

る
こ
と
が
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防

ぐ
最
善
の
方
法
だ
と
思
う
の
で
、

実
施
に
向
け
て
検
討
し
た
い
。

限
界
集
落
対
策
は 

地
域
づ
く
り
の
施
策
を
積
極
的
に
展
開
す
る
 

①
　
町
長
は
決
意
の
中

に
「
皆
が
幸
せ
を
実
感

で
き
る
町
づ
く
り
」
を
目
指
す

と
あ
る
が
、
こ
れ
を
実
現
す
る

た
め
の
方
針
は

②
　
町
に
お
け
る
限
界
集
落
の

実
態
は

③
　
限
界
集
落
に
対
す
る
具
体

的
な
方
針
は

景
山
町
長①

　
こ
の
度
の
町
長
選

挙
に
当
た
り
、『
皆
が
笑

顔
で
幸
せ
を
実
感
で
き
る
町
づ

く
り
』
を
基
本
理
念
に
、「
定

住
・
産
業
・
雇
用
対
策
」、「
集

落
の
活
性
化
対
策
」、
道
路
網
の

整
備
と
公
共
交
通
対
策
」、「
子

育
て
支
援
と
在
宅
福
祉
の
充
実
」

を
４
本
の
柱
と
し
て
掲
げ
た
。

こ
の
実
現
に
向
け
て
、
平
成
25

年
度
予
算
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
、

予
算
編
成
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

②
　
美
郷
町
に
お
け
る
限
界
集

落
の
実
態
は
、
い
わ
ゆ
る
一
般

若
者
定
住
住
宅
は
 

今
後
は
地
域
バ
ラ
ン
ス
等
を
考
え
建
設
 

岩根和博 議員

①
　
平
成
23
年
、
24
年

度
の
入
居
状
況
は

②
　
募
集
状
況
及
び
方
法
は

③
　
今
後
の
建
設
予
定
は

景
山
町
長①

　
平
成
23
年
度
は
、

大
和
地
域
上
野
地
区
に

６
世
帯
25
名
が
入
居
し
た
。

平
成
24
年
度
は
、
旧
浜
原
保

育
所
跡
地
へ
３
棟
の
若
者
定
住

団
地
を
計
画
し
、
入
居
決
定
者

は
３
世
帯
11
名
で
あ
る
。

②
　
上
野
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
、

町
内
が
５
名
、
町
外
が
１
名
。

平
成
24
年
度
の
浜
原
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
は
、
町
内
が
１
名
、
町

外
が
２
名
の
結
果
と
な
っ
た
。

募
集
の
方
法
は
、
新
聞
へ
の

チ
ラ
シ
折
り
込
み
や
、
町
の
広

報
誌
に
よ
る
募
集
記
事
の
掲
載
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、

Ｉ
Ｐ
告
知
放
送
に
よ
る
募
集
等

に
加
え
て
、
上
野
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
の
場
合
は
、
三
次
市
内
を
中

心
に
新
聞
折
り
込
み
を
実
施
。

ま
た
、
浜
原
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
、

関
西
地
区
へ
の
新
聞
折
り
込
み

を
行
っ
て
い
る
。

③
　
25
年
度
は
、
浜
原
隣
保
館

跡
地
に
２
棟
を
予
定
し
て
い
る
。

26
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、
要

望
書
を
も
と
に
地
域
バ
ラ
ン
ス

や
建
設
場
所
・
宅
地
造
成
経
費

或
い
は
農
地
条
件
等
の
踏
査
選

定
を
行
う
中
で
、
建
設
予
定
地

の
選
定
を
し
た
い
。

作業中の地域おこし協力隊員
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町
長
は
「
み
ん
な
が

笑
顔
で
幸
せ
を
実
感
で

き
る
町
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、

４
つ
の
公
約
実
現
を
掲
げ
て
い

る
。「
対
話
と
協
働
」
を
基
本
理

念
と
し
、
公
約
実
現
に
努
力
し

て
い
く
な
か
で
「
定
住
・
産

業
・
雇
用
」
に
つ
い
て
の
施
策

が
一
番
の
問
題
だ
と
思
う
。
具

体
的
な
考
え
を
伺
う
。

景
山
町
長

産
業
と
雇
用
に
つ
い

て
は
、
現
在
行
っ
て
い

る
施
策
と
し
て
は
、
平
成
21
年

度
10
月
か
ら
無
料
職
業
紹
介
事

業
に
よ
り
雇
用
情
報
を
提
供
し
、

求
人
と
求
職
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

行
い
、
結
果
、
町
内
外
の
企
業

へ
の
就
労
が
、
62
件
成
立
を
し

た
。今

後
も
無
料
職
業
紹
介
事
業

と
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
通
勤
可
能
な

近
隣
市
町
も
含
め
た
幅
広
い
求

人
情
報
の
把
握
に
努
め
、
雇
用

の
場
を
確
保
し
た
い
。

ま
た
、
雇
用
の
場
の
創
出
は
、

本
年
度
か
ら
「
新
た
な
雇
用
を

創
出
す
る
企
画
提
案
事
業
」
を

創
設
し
た
。
こ
れ
は
、
新
規
参

入
や
異
業
種
参
入
を
決
断
し
て

い
た
だ
く
一
つ
の
支
援
で
あ
り
、

新
た
な
産
業
を
興
し
新
規
雇
用

を
行
う
場
合
、
人
件
費
の
助
成

は
３
年
間
行
う
も
の
と
し
て
い

る
。こ

の
制
度
の
さ
ら
な
る
活
用

を
関
係
機
関
と
協
力
し
促
進
し

定
住
・
産
業
・
雇
用
は
 

雇
用
の
場
の
拡
大
に
努
め
る
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て
い
く
。

本
年
度
は
２
事
業
の
採
択
を

行
い
、
15
名
の
雇
用
実
績
を
見

込
ん
で
い
る
。
現
在
創
業
を
目

指
し
て
い
る
、
「
ミ
ネ
ラ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
製
造
事
業
」
に
つ

い
て
は
、
フ
ル
操
業
に
な
る
と

さ
ら
に
４
名
ほ
ど
の
雇
用
も
必

要
と
聞
い
て
お
り
、
早
期
操
業

に
向
け
て
、
町
と
し
て
も
支
援

を
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
産
業
・
雇
用
の
場
づ

く
り
と
し
て
、
み
さ
と
カ
レ
ッ

ジ
や
６
次
産
業
化
の
促
進
な
ど

の
取
り
組
み
を
通
じ
て
雇
用
の

場
の
拡
大
に
努
め
て
た
い
。

的
な
限
界
集
落
の
定
義
で
あ
る
、

高
齢
化
率
50
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

で
は
、
約
30
自
治
会
と
全
体
の

３
割
弱
、
こ
の
中
に
は
高
齢
化

率
が
70
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
、
世

帯
数
10
以
下
の
自
治
会
も
５
つ

あ
り
、
い
わ
ゆ
る
集
落
、
自
治

会
単
位
で
見
た
と
き
は
、
中
山

間
地
域
の
典
型
と
し
て
、
厳
し

い
状
況
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
集
落
、
自
治
会

と
密
接
し
、
自
治
会
よ
り
広
く

地
域
の
つ
な
が
り
を
持
つ
連
合

自
治
会
と
連
携
し
、
地
域
の
力

を
活
か
し
な
が
ら
の
取
り
組
み

を
重
視
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

③
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
集

落
支
援
員
と
い
っ
た
人
に
よ
る

支
援
、
地
域
力
ア
ッ
プ
交
付
金
、

過
疎
債
を
活
用
し
た
過
疎
地
域

自
立
促
進
特
別
事
業
な
ど
の
地

域
が
主
体
の
総
合
的
な
活
動
に

対
す
る
補
助
、
除
雪
機
や
防
犯

灯
の
費
用
補
助
な
ど
の
個
別
的

な
補
助
な
ど
の
財
源
的
な
支
援

を
行
い
、
先
進
的
に
取
り
組
み
、

課
題
把
握
も
含
め
一
定
の
成
果

を
得
て
い
る
と
考
え
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
事
業
は
継
続
し
て
お

こ
な
う
。

新
た
な
事
業
に
つ
い
て
も
、

地
域
の
企
画
、
頑
張
り
を
サ

ポ
ー
ト
、
後
押
し
で
き
る
よ
う

充
実
し
て
い
き
た
い
。

中
山
間
、
過
疎
地
域
の
典
型

と
も
い
え
る
美
郷
町
か
ら
、
地

域
づ
く
り
の
施
策
を
積
極
的
に

展
開
し
、
発
信
で
き
る
よ
う
取

り
組
み
た
い
。

無料職業紹介所（産業振興課内）
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未
加
入
世
帯
へ
の
普
及
を
図
る
 

公
共
下
水
道
、農
業
集
落
排
水
事
業
、 

町
管
理
型
個
別
浄
化
槽
の
加
入
状
況
は
 安田勝司 議員

次
の
４
項
目
に
つ
い

て
平
成
24
年
10
月
末
現

在
の
、加
入
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

①
　
粕
渕
、
浜
原
地
域
公
共
下

水
道
の
対
象
加
入
戸
数
及
び
加

入
済
み
戸
数
は

②
　
農
業
集
落
排
水
事
業
の
実

施
地
域
で
の
対
象
加
入
戸
数
及

び
加
入
済
み
戸
数
を
地
域
ご
と
に

③
　
町
管
理
型
の
個
別
合
併
浄

化
槽
の
対
象
戸
数
と
実
施
済
み

戸
数
は

④
　
農
業
集
落
排
水
事
業
の
計

画
段
階
で
、
様
々
な
理
由
で
取

り
や
め
に
な
り
、
や
む
な
く
個

人
設
置
の
合
併
浄
化
槽
を
設
置

し
た
方
々
が
、
町
管
理
型
の
浄

化
槽
へ
移
行
で
き
る
か
。
ま
た
、

こ
の
対
象
戸
数
は

景
山
町
長

本
町
に
お
け
る
下
水

道
事
業
は
、
粕
渕
、
浜

原
地
域
の
公
共
下
水
処
理
施
設

を
は
じ
め
、
６
地
区
に
お
い
て

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
、
９

地
区
に
お
い
て
小
規
模
集
合
排

水
処
理
施
設
を
整
備
を
し
て
い

る
。ま
た
、そ
れ
ら
の
対
象
地
区

以
外
に
お
い
て
は
、
合
併
処
理

浄
化
槽
の
普
及
を
図
っ
て
い
る
。

①
　
公
共
下
水
道
処
理
施
設
の

状
況
は
、
本
年
４
月
１
日
時
点

で
の
区
域
内
戸
数
は
４
６
５
戸
、

接
続
戸
数
は
３
２
８
戸
、
加
入

率
70
・
５
％
。

②
　
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

の
状
況
は
、
乙
原
地
区
が
区
域

内
戸
数
74
戸
、
接
続
戸
数
67
戸
、

先
日
、
売
上
の
一
部

が
犯
罪
被
害
者
や
そ
の

家
族
ら
の
支
援
に
活
用
さ
れ
る

清
涼
飲
料
水
の
自
動
販
売
機
が
、

邑
南
町
役
場
玄
関
ホ
ー
ル
に
設

置
さ
れ
た
と
報
道
が
あ
っ
た
。

近
時
普
及
を
始
め
た
募
金
型

自
動
販
売
機
は
、
社
会
福
祉
や

地
域
貢
献
・
団
体
活
動
支
援
な

ど
、
設
置
主
体
に
よ
っ
て
多
種

多
様
な
も
の
が
展
開
さ
れ
て
い

る
。医

療
支
援
目
的
の
自
動
販
売

機
に
、
島
根
が
ん
対
策
募
金
支

援
自
販
機
が
あ
る
。
こ
の
自
販

機
は
、
公
益
財
団
法
人
ヘ
ル
ス

サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
島
根
が
、

が
ん
対
策
の
認
知
、
啓
蒙
活
動

お
よ
び
募
金
に
よ
る
活
動
資
金

調
達
の
た
め
、
コ
カ
コ
ー
ラ
ウ

エ
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
の

協
力
を
得
て
設
置
す
る
も
の
で

あ
る
。

島
根
県
は
、
国
の
が
ん
対
策

基
本
法
に
基
づ
き
、
県
議
会
議

員
全
員
の
提
案
に
よ
り
、
が
ん

対
策
推
進
条
例
を
全
国
に
先
駆

け
て
、
平
成
18
年
９
月
に
制
定

し
、
こ
の
条
例
の
中
で
も
、
最

重
点
政
策
と
し
て
、
県
内
の
６

カ
所
の
が
ん
診
療
拠
点
病
院
等

に
お
け
る
高
度
医
療
機
器
の
整

備
等
を
掲
げ
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
の
医
療
機
器
は
非
常
に
高
額

な
た
め
、
売
上
金
の
一
部
が
、

島
根
が
ん
対
策
事
業
資
金
と

な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
特
別
に
意
識
す
る

こ
と
な
く
、
利
用
で
き
る
募
金

型
自
動
販
売
機
は
、
地
域
社
会

と
継
続
的
支
援
を
要
す
る
人
と

の
双
方
に
、
有
益
な
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
当
町
と
し
て
も
、

こ
の
よ
う
な
趣
旨
の
自
販
機
の

設
置
を
検
討
し
て
は
い
か
が
か
。

町
長
の
所
見
を
伺
う
。

景
山
町
長

募
金
型
自
動
販
売
機

は
、
社
会
貢
献
と
い
う

意
味
で
非
常
に
有
効
で
あ
る
と

考
え
る
。

設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日

常
の
購
買
行
動
が
、
援
助
の
必

要
な
方
々
へ
の
支
援
に
つ
な
が

る
と
い
う
非
常
に
効
率
が
よ
く
、

ま
た
、
自
動
販
売
機
自
体
が
支

援
広
告
媒
体
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
意
識
の
高
揚
と
、
購

入
者
が
寄
付
と
い
う
社
会
貢
献

活
動
に
参
加
で
き
た
と
い
う
気

持
ち
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
と

い
う
効
果
が
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
収
益
の
一
部

が
寄
付
金
と
し
て
支
援
団
体
に

送
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
町
が
設

置
主
体
と
な
る
こ
と
は
難
し
い

と
思
っ
て
い
る
。

今
後
、
設
置
主
体
と
な
っ
て

い
た
だ
く
団
体
や
個
人
に
、
お

願
い
や
協
議
を
進
め
、
設
置
に

つ
い
て
検
討
し
た
い
。

募
金
型
自
動
販
売
機
の
設
置
を
 

設
置
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
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役場庁舎内の自動販売機
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吾
郷
地
域
は
、
婦
人

会
を
中
心
に
し
た
鳥
獣

害
対
策
に
端
を
発
し
て
、
青
空

サ
ロ
ン
畑
、
青
空
サ
ロ
ン
市
場
、

猪
の
皮
利
用
に
よ
る
手
づ
く
り

の
ク
ラ
フ
ト
を
始
め
て
い
る
。

近
年
で
は
６
０
０
人
か
ら
７
０

０
人
ぐ
ら
い
の
人
が
、
全
国
か

ら
視
察
に
み
え
る
ほ
ど
に
発
展

し
、
吾
郷
地
域
の
活
性
化
に
大

き
な
礎
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
連
合
自
治
会
と
し
て
も
、

小
学
校
の
跡
地
の
有
効
活
用
を

計
画
し
、
校
庭
の
全
面
芝
生
化

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
校
舎
に

つ
い
て
は
、
町
の
助
成
に
よ
り

改
修
や
備
品
等
の
購
入
を
し
、

地
域
協
力
隊
と
連
携
を
密
に
し
、

支
援
員
と
一
体
と
な
っ
て
頑

張
っ
て
い
る
。

一
緒
に
管
理
し
て
い
る
体
育

館
で
は
、
吾
郷
地
域
独
自
の
文

化
祭
等
も
毎
年
計
画
し
て
お
り
、

有
効
に
活
用
を
し
て
い
る
。

吾
郷
地
域
に
は
公
民
館
が
従

来
な
く
、
唯
一
地
域
の
心
の
支

え
に
な
っ
て
い
た
小
学
校
、
ま

た
乙
原
保
育
所
も
統
合
に
よ
り

な
く
な
り
、
地
域
住
民
は
大
変

寂
し
い
思
い
を
し
て
い
る
。

し
か
し
、
寂
し
い
思
い
を
し

て
ば
か
り
だ
と
い
う
こ
と
で
、

連
合
自
治
会
、
婦
人
会
等
が
立

ち
上
が
り
、
特
に
校
舎
を
活
用

し
た
青
杉
塾
を
計
画
し
て
８
種

類
ぐ
ら
い
の
講
座
の
取
り
組
み

を
し
て
い
る
。

地
域
協
力
隊
、
地
域
支
援
員
、

連
合
自
治
会
と
の
中
で
有
効
活

用
し
て
い
る
の
で
、
他
地
域
に

あ
る
交
流
セ
ン
タ
ー
と
同
等
の

取
り
扱
い
に
な
ら
な
い
も
の
か
。

景
山
町
長

現
在
の
吾
郷
地
域
連

合
自
治
会
事
務
所
は
、

吾
郷
地
域
か
ら
旧
吾
郷
小
学
校

校
舎
を
利
用
し
た
地
域
の
拠
点

施
設
整
備
の
陳
情
を
受
け
、
平

成
23
年
度
に
整
備
を
し
た
。

連
合
自
治
会
事
務
所
の
ほ
か

に
、
集
落
支
援
員
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
事
務
所
と
し
て
も
機

能
し
て
お
り
、
地
域
振
興
の
推

進
に
お
い
て
大
変
機
能
的
な
施

設
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

吾
郷
地
域
連
合
自
治
会
で
は
、

吾
郷
地
域
連
合
自
治
会
事
務
所
を
交
流
セ
ン 

タ
ー
と
同
等
の
扱
い
に 

地
域
の
拠
点
施
設
と
し
て
支
援
す
る
 

加
入
率
90
・
５
％
。
簗
瀬
地
区

が
区
域
内
戸
数
70
戸
、
接
続
戸

数
46
戸
、
加
入
率
65
・
７
％
。

栗
原
地
区
が
区
域
内
戸
数
30
戸
、

接
続
戸
数
24
戸
、
加
入
率
80
・

０
％
。
都
賀
行
地
区
が
区
域
内

戸
数
が
55
戸
、
接
続
戸
数
53
戸
、

加
入
率
96
・
４
％
。
都
賀
西
自

治
区
が
区
域
内
戸
数
１
０
４
戸
、

接
続
戸
数
89
戸
加
入
率
85
・

６
％
。
都
賀
本
郷
地
区
が
区
域

内
戸
数
１
９
３
戸
、
接
続
戸
数

１
６
６
戸
、
加
入
率
86
・
０
％
。

③
　
町
設
置
型
合
併
処
理
浄
化

槽
は
、対
象
戸
数
は
、１
３
６
０

戸
、
今
年
度
当
初
で
の
設
置
戸

数
は
３
３
７
戸
と
な
っ
て
い
る
。

④
　
こ
の
合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
に
つ
い
て
は
、
公
共
下
水

道
事
業
、
農
業
集
落
排
水
処
理

事
業
、
小
規
模
集
合
排
水
処
理

事
業
の
計
画
区
域
以
外
の
地
域

に
お
い
て
、
整
備
を
行
っ
た
。

設
置
に
あ
た
っ
て
は
、
他
の

下
水
道
へ
の
加
入
と
同
様
に
、

加
入
金
25
万
円
と
、
住
宅
内
の

改
修
は
自
己
負
担
と
な
る
。

吾
郷
地
区
に
お
い
て
も
、
当

時
、
農
業
集
落
排
水
処
理
事
業

の
整
備
の
協
議
も
あ
っ
た
よ
う

だ
が
、
様
々
な
要
因
に
よ
り
事

業
が
断
念
さ
れ
、
浄
化
槽
が
必

要
な
家
庭
に
お
い
て
は
、
旧
邑

智
町
の
補
助
金
の
交
付
金
を
受

け
て
個
人
で
設
置
さ
れ
て
い
る
。

町
内
に
お
い
て
、
こ
う
し
た

個
人
で
合
併
浄
化
槽
を
設
置
さ

れ
た
戸
数
は
概
ね
１
４
９
戸
で

あ
る
。

町
の
管
理
に
移
管
す
る
要
件

と
し
て
は
、
利
用
者
に
お
い
て

浄
化
槽
が
適
正
に
管
理
を
さ
れ

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
浄

化
槽
の
機
能
不
全
な
ど
に
よ
り
、

浄
化
槽
本
体
の
更
新
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
要
望

が
あ
れ
ば
町
管
理
型
合
併
浄
化

槽
を
設
置
し
た
い
と
考
え
る
。

連
合
自
治
会
で
事
務
所
を
拠
点

と
さ
れ
、
自
治
会
活
動
、
集
落

対
策
、
ま
た
地
域
の
皆
さ
ん
の

生
涯
学
習
の
場
と
、
様
々
な
活

発
な
活
動
を
実
施
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
対
し
、
大
変
嬉
し
く
、

ま
た
心
強
く
思
っ
て
い
る
。

質
問
の
交
流
セ
ン
タ
ー
へ
の

位
置
づ
け
で
あ
る
が
、
平
成
16

年
２
月
の
合
併
協
議
会
に
お
い

て
、
邑
智
地
域
に
お
い
て
は
、

沢
谷
地
域
と
君
谷
地
域
の
２
ヵ

所
に
交
流
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す

る
と
決
定
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
吾
郷
地
域
連

合
自
治
会
事
務
所
を
新
た
に
交

流
セ
ン
タ
ー
と
し
て
位
置
付
け

す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る

が
、
地
域
の
拠
点
施
設
と
し
て
、

町
と
し
て
も
支
援
を
続
け
て
い

く
。

吾郷地域拠点施設
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Ｊ
Ｒ
三
江
線
は
昨
年
10
月
か
ら
12

月
ま
で
の
３
ヶ
月
間
、
バ
ス
に
よ
る

増
便
社
会
実
験
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
既
存
の
列
車
ダ
イ
ヤ
に
、
バ
ス

に
よ
る
増
便
を
し
て
沿
線
利
用
者
の

利
便
性
を
図
る
の
が
目
的
で
す
。
し

か
し
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
で
は
２
年
前
に

赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
の
バ
ス
転
換
を
言

明
し
て
い
る
こ
と
や
、
路
線
の
維
持

管
理
経
費
の
削
減
傾
向
な
ど
か
ら
み

て
、
こ
の
実
験
は
単
に
利
便
性
向
上

を
目
的
に
し
た
も
の
で
は
な
く
、
廃

止
・
バ
ス
転
換
に
向
け
た
布
石
で
は

な
い
か
と
危
惧
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

仮
に
バ
ス
転
換
さ
れ
た
と
し
て
も
、

過
疎
地
で
は
採
算
性
の
面
か
ら
い
ず

れ
バ
ス
さ
え
も
運
行
さ
れ
な
く
な
る

可
能
性
が
あ
り
、
生
活
路
線
を
断
ち

切
ら
せ
な
い
た
め
に
も
共
有
の
財
産

で
あ
り
大
量
輸
送
機
関
と
し
て
の
鉄

道
を
残
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

去
る
９
月
16
日
に
美
郷
町
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
、「
三
江
線
の
維
持
・

存
続
に
向
け
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に

お
い
て
、「
乗
っ
て
残
そ
う
だ
け
で

は
限
界
が
あ
る
」
こ
と
「
し
か
し
利

用
す
る
取
り
組
み
を
や
っ
て
い
く
し

か
な
い
」
こ
と
、「
Ｊ
Ｒ
は
周
到
な

準
備
を
進
め
る
中
で
こ
の
度
の
社
会

実
験
が
行
わ
れ
る
」
な
ど
、
こ
の
度

の
バ
ス
増
便
に
よ
る
社
会
実
験
の
背

景
や
狙
い
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。

ロ
ー
カ
ル
線
を
守
る
運
動
は
過
疎

地
域
で
生
き
・
暮
ら
す
人
々
の
根
幹

を
守
る
運
動
で
あ
り
、
石
見
地
域
の

多
大
な
雇
用
を
守
る
こ
と
で
も
あ
り

ま
す
。

人
口
の
減
少
や
利
用
者
の
減
少
は

住
民
の
責
任
で
は
な
く
、
高
度
成
長

期
の
産
業
構
造
の
転
換
に
よ
る
人
口

流
出
、
自
動
車
産
業
の
育
成
と
普
及

に
向
け
た
道
路
建
設
（
税
投
入
）
が

国
策
で
推
進
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
起

因
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
国

の
政
策
と
し
て
の
維
持
存
続
を
求
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

「
過
疎
に
人
あ
り
暮
ら
し
あ
り
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
過
疎
に
誰

が
し
た
！
」「
過
疎
で
も
生
き
る
権

利
が
あ
る
」
と
い
う
人
間
の
尊
厳
を

表
し
て
い
る
言
葉
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

地
方
自
治
体
の
自
主
財
源
が
乏
し

い
と
こ
ろ
に
税
が
再
配
分
さ
れ
る
制

度
が
あ
る
よ
う
に
、
ロ
ー
カ
ル
線
維

持
を
Ｊ
Ｒ
だ
け
に
求
め
る
の
で
な
く
、

国
、
県
、
自
治
体
、
利
用
者
、
す
な

わ
ち
「
国
民
に
よ
る
財
源
投
入
を
し

て
維
持
し
よ
う
！
」
と
、
誰
か
が
言

い
、
動
き
、
政
治
的
な
流
れ
を
作
る

時
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
日
本

一
の
赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
」
か
ら
の
訴

え
や
呼
び
か
け
の
行
動
を
、
今
こ
そ

党
派
を
超
え
て
起
こ
す
時
だ
と
考
え

ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
美
郷
町
議
会
で
は
昨

年
11
月
17
日
ゴ
ー
ル
デ
ン
ユ
ー
ト
ピ

ア
に
お
い
て
、
江
津
市
・
浜
田
市
・

大
田
市
の
市
議
会
議
員
と
川
本
町
・

邑
南
町
・
美
郷
町
の
議
会
議
員
で
、

美
郷
町
の
品
川
議
長
を
代
表
と
す
る

超
党
派
の
51
名
で
「
三
江
線
を
守
る

議
員
連
盟
」
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。そ

し
て
、
12
月
21
日
、
品
川

議
長
を
代
表
に
「
三
江
線
を
守

る
議
員
連
盟
」
の
役
員
で
、
島

根
県
知
事
と
Ｊ
Ｒ
米
子
支
社
に

要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

県
知
事
と
の
懇
談
で
は
、

「
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
地
域
の
状
況

を
考
え
申
し
入
れ
と
協
議
を
進

め
て
い
く
」
と
理
解
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
「
活
用
さ

れ
る
工
夫
も
必
要
」
と
し
て
地

域
で
の
取
り
組
み
に
期
待
も
示

さ
れ
ま
し
た
。

県
知
事
に
は
次
の
４
点
に
つ

い
て
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

１
、
三
江
線
の
維
持
、
存
続
を
図
る

よ
う
Ｊ
Ｒ
西
日
本
会
社
に
要
望
し

て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

２
、
利
便
性
の
向
上
と
利
用
促
進
の

た
め
に
も
、
当
面
川
戸
駅
へ
の
行

き
違
い
設
備
を
復
活
す
る
よ
う
Ｊ

Ｒ
西
日
本
会
社
へ
働
き
か
け
て
い

た
だ
き
た
い
こ
と

３
、
安
全
運
行
の
た
め
に
も
、
徐
行

区
間
の
解
消
を
図
る
よ
う
Ｊ
Ｒ
西

日
本
会
社
に
働
き
か
け
て
い
た
だ

き
た
い
こ
と

４
、
右
記
３
点
の
要
望
事
項
実
現
の

「三江線を守る議員連盟」 「三江線を守る議員連盟」 「三江線を守る議員連盟」 
を結成 を結成 を結成 

島根県知事に要請
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た
め
に
は
、
財
政
処
置
が
伴

う
こ
と
か
ら
、
島
根
県
と
し

て
も
財
政
支
援
策
を
検
討
さ

れ
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
会
社
と
協

議
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い

こ
と

Ｊ
Ｒ
米
子
支
社
で
は
、
支
社

次
長
に
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
「
三
江
線
活
性
化
協

議
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
利

用
促
進
の
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
と

し
て
バ
ス
に
よ
る
増
便
社
会
実

験
を
行
っ
た
」

と
し
、
直
ち
に
結
果
を
評
価

す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
強

調
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
米
子
支
社
へ
の
要
請
は
次
の

と
お
り
で
す
。

１
、
こ
の
度
の
バ
ス
増
便
に
よ
る
社

会
実
験
の
結
果
に
関
係
な
く
、
三

江
線
の
維
持
、
存
続
を
図
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

２
、
利
便
性
の
向
上
と
利
用
促
進
の

た
め
に
、
当
面
川
戸
駅
へ
の
行
き

違
い
設
備
を
復
活
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

３
、
安
全
運
行
の
た
め
に
も
、
徐
行

区
間
の
解
消
を
図
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

今
後
、
地
域
交
通
の
在
り
方
に
つ

い
て
地
元
と
の
協
議
を
し
て
い
き
た

い
と
の
発
言
あ
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
要
請
行
動
が
マ
ス
コ
ミ
に
も

取
り
上
げ
ら
れ
、
反
響
も
あ
り
ま
し

た
。
今
後
は
島
根
県
側
だ
け
で
は
な

く
、
三
次
市
と
安
芸
高
田
市
に
も
呼

び
か
け
て
、
三
江
線
全
線
で
の
取
り

組
み
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ＪＲ米子支社に要請

本会議で行った一般質問で改善や検討を求めています。 
指摘した事項に、町当局がどう取り組んでいるかを追跡調査しました。 

答... 専科・研修科・普及科の3つのコースを設定し 
 起業等を目指している。 
 9月30日に開校式を予定している。 

答... 専科・研修科・普及科の3つのコースを設定し 
 起業等を目指している。 
 9月30日に開校式を予定している。 

答... 専科・研修科・普及科の3つのコースを設定し 
 起業等を目指している。 
 9月30日に開校式を予定している。 

問... 「みさとカレッジ」の状況は 問... 「みさとカレッジ」の状況は 問... 「みさとカレッジ」の状況は 

その後 
９月30日に、みさとカレッジにおいて開校セレモニーを実施しました。 
これにより、「みさとカレッジ」の建物を活用して行う「普及科」が実質的にスタートをしています。 
この普及科では、５つのコースを設定し、各コース８回の講座を行う予定となっており、受講生は
述べ108人となっています。 

研修科については、３件の応募があり、現在聞き取り調査を行うなどにより、申請者の思いも含め
てプランの内容を把握している。 

�銀の道学習コース（18名）�ミツバチ普及コース（29名）�薬草・健康コース（37名）
�食品加工コース （13名）�観光サービスコース（11名）

普及科5つのコース 
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松の内のにぎわ

いもようやく平常

に戻りましたが、

皆さまいかがお過

ごしでしょうか。

パノフ一家は、

去年待望の赤ちゃ

ん誕生でお蔭さま

で賑やかな年末年

始を過ごすことが出来ました。

ここ美郷町に協力隊として赴任したのは

一昨年の６月。身寄りのない新天地で「地

域おこし」として何ができるのか必死に模

索していました。一方で草刈機講習会に参

加し免許取得。吾郷連合自治会の福嶋会長

監督のもとほぼ毎日練習してなんとか機械

を使いこなせる程度に成長できました。そ

の夏は草刈や吾郷事務所前の芝刈りや水や

り、畑の手伝いをまさしく「汗水たらして」

勤めました。今まで室内でしか働いたこと

のなかったこの体（37歳）で、初めて全身

使ってお天道さまの下で働く喜びを知りま

した。泥だらけになって帰宅してシャワー

を浴びてビールを呑む！土用の丑日にはな

んと江の川の鰻を乙原の安田さんにおろす

ところから見せてもらい、焼いてほおばる、

最高です！そんな充実した毎日を送ってい

たのですが秋ごろからたびたび眠気に襲わ

れたり腰痛がでたりと体に異変が……。“自

覚なしの老体”に鞭打って頑張ったせいと

思っていたらなんと妊娠。最初はあまり公

にはせずにそーっと暮らしていましたが肉

体労働がしにくくなって言い訳も使い果た

してきた頃やはり正直に発表せざるを得な

くなり公表。皆さまからはそれはそれは暖

かいお言葉を頂戴しました。印象に残った

言葉では「吾郷の水が合ったけ～だ」。「ま

さしく！」と頭の中の電燈がピカッとつい

た感じでした。そして「江の川鰻が子授か

り力あるんよ」なんて“勝手にパワース

ポット”ネタを作って笑いあいました。そ

れからはより地域のみなさんが身近に感じ、

どうしたらこの吾郷連合自治会事務所（旧

吾郷小学校）がもっと有効活用できるのか

事務所にこもりながら模索することが主な

仕事になりました。そんなこんなで十月十

日を過ごし、今年５月に誕生してくれたラ

ドミール。夏以降は赤ちゃん抱っこしなが

らの出勤を地域住民さんの温かいお心で許

していただき、事務所にベビーベッドを持

ち込んで仕事をしています。企画課課長か

らは「小さな新協力隊」と言って戴き、近

場である研修会や会議には一緒に出勤させ

てもらっています。研修で学んだことを吾

郷連合自治会事務所に持ち帰り【生涯学習

青杉塾】で活かせるように知恵を絞る毎日

です。また、子育て世代のパパママとも子

ども会や支援センターなどで知り合える

きっかけが増え、美郷の未来について話し

合い、想いめぐらしたりもしています。ど

んな素敵な場所でも長く居るとどうしても

意識が外に向きがちで、足元の良さを確認

しにくくなりますね。「足りない、ないな

い」ではなく「こんなパターンでも有り！」

と視点や思考を少し変えると見えてくる

“素敵美郷再発見”を生活の中から育み容

認していければ桃源郷も夢ではないはず！

今後とも、皆さまの温かいご支援ご指導の

下で“協力隊母ちゃん”はガツガツ地域お

こし美郷おこしを掘り出していこうと企ん

でおります。どうぞ宜しくお願い致します。

二月は日数の短い月、疲れのたまる時期

でもございます。くれぐれも無理のないよ

うにご自愛ください。

吾吾郷の水が合ったけ～だ！ 吾郷の水が合ったけ～だ！ 
地域おこし協力隊員　パノヴァ由起子 
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
大
変
厳
し
い
経

済
状
況
下
で
の
１
年
で
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
10

月
に
は
景
山
新
町
長
が
誕

生
し
、
町
政
の
か
じ
が
委

ね
ら
れ
ま
し
た
。
12
月
に

は
自
民
党
の
圧
勝
に
よ
る

安
倍
内
閣
が
誕
生
し
、
経

済
の
再
生
に
国
民
の
期
待

は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
６
月
に
は
参
議

院
選
挙
、
７
月
に
は
町
議

会
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

い
ず
れ
も
住
民
の
信
を
問

う
大
切
な
選
挙
で
す
。
一

人
一
人
が
幸
せ
に
暮
ら
し

て
い
け
る
社
会
の
構
築
は

政
治
の
責
務
で
す
。
清
き

一
票
を
投
票
し
ま
し
ょ

う
。住

民
の
負
託
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
開
か
れ
た
議
会

と
し
て
よ
り
一
層
変
革
に

努
力
し
ま
す
。安

田
勝
司
記


